






























工芸品品目 指定工芸品数 企業数 従業者数(人） 年生産額(百万円）
織物・染色品等 34 20．880 175.462 349,264
陶磁器 17 3．054 22，496 30．749
漆 器 16 3.546 11．017 41．550
木竹製品 17 989 3.274 12．668
仏壇・仏具 15 1．857 7．353 20．585
和 紙 6 241 1.225 2．915
金工品 6 917 2.696 13．097
その他の工芸品 14 1．060 7．241 21．448
小 計 125 32．544 230.764 492.276
工芸材料 2 377 1.374 6．934









































































































































1 ．織物 63 61 16.651 273.0 139.681 2．289．9 8．4 246.157 4,035.4 14．8 1.8 5
2．染色品 24 22 5,249 238.6 36,050 1.638.8 6．9 133,566 6,071.2 25．4 3．7 4
3．ひも・糸・刺繍他 13 13 923 71．0 13,596 1．045．6 14．7 29,763 2,289.5 32．2 2．2 2
4．陶磁器・瓦 81 81 4,074 50．3 27,079 334.3 6．6 46,291 571.5 11．4 1.7 10
5．金工 品 46 46 2,340 50．9 9,608 208.9 4．1 52,393 1.139.0 22．4 5．5 7
6．漆 器 42 42 4,016 95．6 13,353 317.9 3．3 52,565 1.251.5 13．1 3．9 3
7．木工口ロ、 63 63 1.993 31．6 6,977 110．7 3.5 27.978 444．1 14．0 4．0 10
8．竹工品 41 40 1.143 28．6 3,546 88．7 3.1 6,880 172.0 6．0 1．9 6
9．和 紙 34 34 584 17．2 2,508 73．8 4.3 5,907 173．7 10．1 2．4 11
10．扇子･団扇･和傘･提灯 21 20 532 26．6 3,804 190.2 7.2 19,848 992.4 37．3 5．2 10
11．石工品・甲骨皮製品 17 18 1.382 76．8 5,467 303.7 4．0 28,638 1.591.0 20．7 5.2 1
12．仏壇・仏具 21 20 2,339 117.0 8,736 436.8 3．7 27,642 1.382.1 11．8 3.2 2
13．郷土玩具・人形 71 71 1,571 22．1 7,228 101．8 4．6 34,339 483.6 21.9 4．8 19
14．筆・墨・硯 14 14 446 31．9 3,795 271．1 8．5 12,643 903.1 28．3 3．3 6
15．和楽器・神祇・慶弔品 22 22 465 21．1 3,435 156.1 7.4 32,775 1．489．8 70．5 9.5 12
16．その他の工芸品 36 36 1.246 34．6 6,346 176.3 5.1 34,079 946.6 27．4 5．4 19
5年
9年
13年
工場数
従業員数(人）
生産額(円）
工場数
従業員数(人）
生産額(円）
工場数
従業員数(人）
生産額(円）
表4明治初年の伝統エ業
漆器
10，081
28，622
28,244,095
12，223
37，641
36，311，759
11．670
34,813
46，083，048
陶磁器
6，435
41．226
62，419，930
6,473
57．172
92,363,691
6，674
58,116
100,007,896
絹織物
425
79，864
206,542
138,608
72，907
267,345
600,870,662
65．229
304,932
785,525,041
染色
83．6
12，085
51，386
34，845
11
61
120，795
613
776
523
168.9
10，774
68，126
21，654
木製品
166
101,027
194,849
715,146
105,088
216,563
178,661,703
260
'01，008
217，355
176，819
－25－
竹製品
47，023
74，473
10，843，167
46，790
77．757
10，277，817
12．0
43，338
71，706
38，754
資料:商工省統計表
2．漆器産地の分布状況
漆器産地は江戸時代の幕藩体制下において，もっとも多彩に形成されたも
のと思われる。その産地形成の社会経済的背景については，この小稿は論じ
得ないが，幕末の動乱を経て明治初年からの富国強兵を目途とする殖産興業
政策の圏外にあったことを，さし当って漆器産地の分布状況の変遷の分岐点
におかねばならない。この時代において，多くの漆工人が生業を失い，漆器
産地もまた衰退したのである。しかしながら，江戸時代における漆樹の植栽
と漆器の製造は，諸藩の殖産政策として普遍化したものであって，その様相
は明治初年にも残存していたものといわなければならない。廃藩置県の時代
にあって，「国として多少これを製せざるなし」という状況力§依然として存
（4）
在していたのである。
地域的な小規模産業として各地に残存したこれらの漆器産業は，産業革命
を経過して資本主義的に編成されていく工場制工業体制の産業社会の中で，
勿論その生産力の主軸たる場面に発展するわけではなく，市場経済のメカニ
ズムの中に組み込まれて陶汰されていくことになるが，それでも太平洋戦争
（5）
前の時期における漆器産地の分布は，41府県，87市町村にわたって存在した。
ところがこの漆器産地の分布状況を現在昭和56年度についてみると，全国
42産地が36都府県に分布して，そのうち伝産法による伝統的工芸品指定産地
は16産地に過ぎない。
この42産地のうちの12産地，伝統的工芸品指定産地16産地のうち8産地が
表－5伝統エ芸品指定漆器産地
津軽塗 青森県
川連漆器 秋田県
会津塗 福島県
鎌倉彫 神奈川県
村上木彫堆朱 新潟県
○木曽漆器 長野県
○飛騨春慶 岐阜県
○高岡漆器 富山県
○輪島塗
○山中漆器 石川県
○金沢漆器
○越前漆器
福井県
○若狭塗
京漆器 京都府
紀州漆器 和歌山県
香川漆器 香川県
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中部圏域内に存在する。（表5）
中部圏という地域概念は，首都圏と
近畿圏との中間に位する地域として意
味づけられている。国土計画の上では
中部圏開発整備法（1966年7月）によ
ってその国民経済的位置づけが積極的
に行われている。東海地域と北陸地域
との経済格差，さらにはその間を連結
する東海北陸自動車道の未開通のため
に，中部圏域の一体性は理念の彼方に
あるといわねばならないが，日本列島
の中央部に広大な面積をもつ自然地理
的まとまりは，地域としての巨大な可
能性を内蔵している。
中部圏における経済活動は，概して
全国の20％の規模で行われていること
からみれば，中部圏における漆器産業
の分布は，その全国分布の地図の上で
は重い比重を示すものといわねばなら
ない。その中でも北陸地域，とりわけ
スチック漆器の双方について，また日
双方について，きわめて大きいもので
注○印は中部圏の産地
いわねばなら資料:全国伝統的工芸品総覧（昭和56年版）
石川県のもつ意味は，木製漆器とプラ
について，また日常の用具としての機能と工芸美との
である。
3．中部圏漆器産地の性格と類型
漆器は伝統工芸品であるという。その伝統とは何か。伝統とは現在に表象
される過去の集積である。もとより過去のすべてが現在に集積されるわけは
ない。時間の流れにおいて過去は陶汰されて，現在に残り現在の構成要素と
なっているものが伝統である。云い換えれば，現在化した過去こそ伝統に他
ならぬと云うべきではないか。
伝産法は伝統的技法と伝統的原材料を強調しているが，その｢伝統的｣とは
100年の歴史を目安として意味している｡漆器をしてその範鳴に属せしめるため
には，木製の素地と天然の漆液を塗布する榛漆技術が必要条件であろう。
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しかし，産業の存続には技術革新がなくてはならない。漆器産業もまた産
業たる限り，技術革新を追求せねばならなかった。木製素地に代る合成樹脂
や木質，天然漆液に代る化学塗料がそれである。（表6）
表－6漆器の素地と塗料
素
塗
稠刈l佃巽頁《無
竹（藍胎漆
陶器（陶胎漆
金属（金胎漆
麻布（乾漆
その他（木の紛
紛末十合成樹脂
今成徹H旨．木の粉末十固型漆の粉末．同型漆‘
資料：中部開発センター「中部圏における漆器産業の調査報告書
したがって，（表6）に示すように，現代の漆器の素地と塗料については，
木製漆器とプラスチック製漆器が代表的なものであるが，合成樹脂に天然の
木粉を混入して圧縮成型した新素材が注目されている。つまり，一般に漆器
として取り扱われている製品は，数種類の素地と塗料を組合せて作り上げた
ものを意味している。漆器産業を産業として捉えようとする限り，木製の素
地と天然漆液による伝統的工芸品のマキシムを厳格に強制することはできな
い。しかし，木製漆器の伝統を固守しきたといわれる輪島塗はもとより，プ
ラスチック製漆器の生産を主とする諸産地といえども，中部圏における漆器
産地のすべてが，木製素地に天然漆液という原点を保有しているのであって，
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それぞれに長く重い伝統を負う伝統産業としての性格をもっている。
中部圏の漆器産地の主要製品は，挽物，曲物，板物等それぞれの産地の沿
革によって特徴力：あるが，それらは総じて日常の生活の用に供する什器備品
として考案作製されたものである。戦前の国民生活においては，冠婚葬祭の
招客は，自宅で接待するのが大方の慣習であったから，椀膳その他の飲食什
器は相当人数分のものが通常の家庭に所持され，家具についても漆器製品が
多く用いられた。漆器の需要は日常生活のあらゆる分野に及んでいたといっ
ても過言ではない。
このような漆器の日用性にとって，戦後の生活様式の変化と高度経済成長
による産業構造の革新とが与えた変容は少からぬもの力ざあった。すなわち，
高度経済成長をもたらした技術革新は，もともと60年安保騒動後の所得倍増
計画によって政策体系の中に組込まれてきたものであって，漆器産業にはう°
ラスチックという新素材が参入する反面，消費者の所得が向上して高級品を
志向する動機も増大してきた。その結果，漆器にまつわっていた日用性は，
手頃な価格で使い捨てても惜しくないものと，愛玩し保蔵するものとして高
価格をも厭わないものとに分化することになったのである。
他面，日常の用に供するという漆器の性格は，その日常の経験を重ねるこ
とによって，おのずから様式を洗練してきた。その長い時の流れの中で，有
名無名の数知れぬ職人達のたゆみなき努力が重ねられた。それによって漆器
は，人間の日常生活を快適にする什器備品として，日本人の生活様式に定着
したのである。
このような生活用具の生産活動が工芸である。工芸品が成立つためには，
熟練した職人の巧技，日常生活の用役に適合した機能，吟味された適切な素
材が必要であるが，その根底には，「形態は機能に従う」という原則がある。
所得水準が向上し価値観が多様化してくると，いかなるものを美とし快適と
とするかの判断は多様化しているとしても、工芸の美は機能美につきるとい
わねばなるまい。
以上のような共通の性格をもつ中部圏の漆器産地を，先般中部開発センタ
ーによる調査に際して行ったアンケート資料とヒヤリング内容，ならびに諸
産地に関する諸機関の既存調査資料によって類型化すれば，次に示すような
ものになる。
伝統漆器の主産地一輪島塗
プラスチック製漆器の大産地一山中漆器と越前
多様化時代の中堅産地一高岡漆器と飛騨春慶塗
山村の唯一の経済基盤一木曽漆器
個性的な小型産地一金沢漆器，若狭塗および魚
以上の類型を素描すれば以下のごとくである。
(1)伝統漆器の主産地一輪島塗表7
輪島塗は，伝統的工芸品産業振興協会の調査
「伝統的工芸品に対する消費者のイメージに関
する調査」（1979年）によれば，全国の漆器の
中で抜群の知名度を示している。（表7）
輪島塗の産地では，塗師屋力§自分の製品を行
商して歩くという販売方式が古来から行われ，
しかもそれが組織的なテリトリー方式によって
行われたために，消費者と生産者との間のコミ
ュニケーションと信頼感を醸成した。この方式
の故に客層が固定化し，生産者の仕事が堅実に
なった。需要者のニーズに応じた品質の製品を
製作するというフィードバック機能が生れたか
らである｡輪島の塗師屋は一軒当り50ないし100
の固定客を持つといわれる。この生産者マーケ
ティング・ノウハウの蓄積が，現代の輪島塗の
市場を強固なものにした原動力であった。
津軽塗
川連漆器
会津塗
鎌倉彫
村上木彫堆朱
木曽漆器
飛騨春慶
高岡漆器
輪島塗
山中漆器
金沢漆器
越前漆器
若狭塗
京漆器
紀州漆器
香川漆器
31．3 ％
0.9
63．0
－
2.5
32．0
34．9
5.8
80．8
22．9
－
19．4
19．2
20．2
11．1
4．6
プラスチック素地という新しい技術の衝撃に 「伝統的工芸品に対する消費
者のイメージに関する調査」
対して，輪島産地はこの生産者マーケテイング（複数回答）
方式の上に，消費地問屋を介しで大都市の百貨店と連結する販売方式を開発
することによって，木製漆器の伝統を固守することに成功した。しかし，そ
の成功にいたる道程には，重苦しい試練があったことも語りつがれている。
新しい販売方式が結実するためには，産地問屋の仲間に新しい経営感覚の人
物が外部から導入されることが必要であったし，高度成長末期の消費者のニ
ーズが本物志向に傾斜することを敏感に捉える着眼もまた不可欠のものであ
った。
輪島産地には，沈金・蒔絵・榛漆を含めて，漆芸の人間国宝をはじめ日展
｜’
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その他の展覧会作家を多数に擁していて，その人数もまた全国産地中に群を
抜いている。その上，石川県立輪島漆芸研究所の存在の意義も大きいといわ
ねばならない。産地としての蒋持の高さは，伝産法による指定産地の伝統的
工芸品に通常使用されている商標，いわゆる伝産マークを意識的に使用して
いないというところに端的に示されている。
高額所得者を顧客層として高価な製品を販売するという高踏的な産地の行
動は，産地の出荷額が100億円の規模に達するようになると，伝統漆器のよ
うに買換需要の乏しい製品の場合には，産地の適正規模の判断を冷厳に行う
必要が起ってくる。1981年7月には，輪島産地における生産部門から24名の
解雇が行われたが，産地問屋の経営者の新しい世代には，繰漆を家具制作に
連結する新分野を開拓し，しかもその市場を国内の富裕階層のみならず，欧
米に向けて見本市市場に触角を延す動きが見られる。技能の伝承が宿命的に
重要性をもっている伝統的工芸の世界では，革新と保守は深い内面の葛藤を
常に内包しているのであるが，伝統的工芸品産業としての輪島塗は重要な転
機にさしかかっているものと思われる。
（2）プラスチック製漆器の大産地一山中漆器と越前漆器
山中漆器と越前漆器は，会津・紀州とともにプラスチック製漆器の全国四
大産地をなしている。とくに山中漆器は全国最大の漆器産地である。プラス
チック漆器への参入，大型団地の形成，原木購入・乾燥・加工の共同化等の
産地体制の強化と量産システムの実現について先見性があった。元来，山中
漆器産地は著名な温泉の湯治客を対象にした大衆市場指向型の産地であった
から，大衆消費者のニーズの把握にかけて鋭敏な感覚を持っていた。すなわ
ち高度成長期の自家用市場とギフト市場という大消費層を捉えたのである。
それに対して，現在の全国漆器産地の中で最古の沿革をもつ越前漆器は，プ
ラスチック製漆器への対応や産地体制の整備において山中より後発であって
そのプラスチック製漆器は主として業務用市場に傾斜している。
両産地はその生産額の大半，山中漆器では約80％，越前漆器では約60％を
プラスチック漆器によって占められているが，反面では,山中における千筋・
稲穂筋・飛び筋等の挽物技術，越前においても古来の膳・椀の技法のような
伝統的木製漆器の技法が確固として存在している。両産地は量産指向のプラ
スチック製漆器の大産地でありながら，伝統を継承する木製漆器産地として
の性格を併存せしめている。
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生産形態と産地オルガナイザーの性格は，山中産地では産地問屋が産地の
リーダーシップを掌握し，徹底した分業体制力計行われているのに対して，越
前産地では塗師屋の力が比較的強力で，塗りと加飾は一慣生産形態である。
（木製漆器の場合には塗師屋のリーダーシップのもとに，素地・下地塗り・
本塗り・加飾という分業がみられる）
（3）多様化時代の中堅産地一高岡漆器と飛騨春慶塗
太平洋戦争後のわが国経済社会のキャッチ・アップ過程と高度成長期が終
了した現代においては，伝統回帰の雰囲気が消費者心理を静かに掩いかけて
いる。伝統的漆器の産地としての輪島の名声の高揚はこの気運に乗ったもの
であるが，しかし輪島塗の価格は高騰して次第に中間層の購買能力を超える
ものになってきている。
それ故，価値観の多様化と本物志向という消費者心理が時代の趨勢として
定着している以上，伝統的漆器の諸産地がそれぞれの製品の特色を提げて，
大消費地に対する積極的販売政策を展開する可能性は高まってきているとい
うことができる。全国的にはこのような条件を具えた産地は十指に及ぶ。し
かしゥ中部圏では，さし当って高岡と高山の2産地力:これに該当するものと
思われる。この二産地の性格は如何なものであろうか。
高岡漆器は素地に合板を利用する製品が多いが，しかし同時に天然木と組
合せて製品のイメージを高めるという工夫が行われている。生産は協業化が
進められ，1970年12月以来，産地の製造問屋数社が塗装の共同工場を運営し
ている。他面，高岡漆器に特有の技法である青貝のはめ込みと彫刻は，製造
問屋が各自に実施して差別化を図っている。製品の性格は贈答品およびビジ
ネス・ギフトと家庭用とが相半ばしているが，販売ルートは，消費地問屋を
経て百貨店・量販店・ギフト総合問屋へ流れている。
飛騨春慶塗は現存する春慶塗のほとんど唯一のもので，透明度の高い漆と素
地の木目をそのまま意匠とする清淡な技法は，茶道具として茶道宗家の支
持を受けるとともに，食器や文房具にも堅実な製品展開を示している。販売
ルートとしても，産地問屋や消費地問屋から百貨店や茶道具店へという流れの
外に，全国有数の観光地である飛騨地域の小売店への出荷が旺盛である。
両産地の新製品開発と販売活動の意欲を比較すると，高山産地における現
在の生産と販売の規模における安住感が印象的である。岐阜県は高山に工芸
試験場を設置しているが，その積極的な指導努力にもかかわらず，飛騨春慶
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塗の生産と販売は，産地問屋間の新旧対立による不協和音を除けば，安定し
た静態の渕にあって，これは伝統的漆器産業のあり方として一典型をなすも
のと思われる。
（4）山村の経済基盤一木曽漆器
木曽の楢川村を主産地として生産される木曽漆器は，近年低滞しているが
生産額からみれば中部圏の漆器産地の中では山中・輪島・越前に次ぎ，全国
的にみても川連（秋田県）高松（香川県）と並ぶ産地である。
木曽山中の山村たる楢川村にとって，木曽漆器の伝統技術は唯一の産業基
盤であったが，その伝統的製品は宗和膳と呼ばれる会席膳であって，戦後の
生活様式の洋風化によって需要を失った。
このような事態に当面して，木曽の漆器産地が消滅せず，座卓を主軸とし
た製品群に転換することができたのは，髭漆技術のノウハウの集積が唯一の
産業基盤であるという認識が，産地業界にみなぎったからに外ならない。木
曽漆器協同事業や，松本市の家具製造業界との連携による新製品開発の模索
にその意欲は注がれているのである。
（5）個性的な小型産地一金沢漆器，若狭塗および魚津漆器
金沢漆器に保有されている加飾技法は，平蒔絵・高蒔絵・研出蒔絵等すべ
て最高峰の蒔絵技術である。高令化した蒔絵師の事業主は伝統技法を一途に
守っているが，一部の数寄者を除いて金沢漆器の知名度は低く，蒔絵師をオ
ルガナイザーとする産地の販売力は弱い。金沢漆器たる加賀蒔絵が，高級な
輪島塗の一部として輪島塗の市場に現れているという実態がみられるのであ
る。
若狭塗は日用品主体の産地であるが，卵殼・青貝の金銀箔押法という独自
の技法による高級漆器の生産者たる若狭漆器協同組合と別個に，全国の塗箸
生産額の80％を産出する若狭著工業協同組合が存在するが，何れも活発な市
場開拓を持つとは云い難い。
魚津漆器の現況も古い沿革にもかかわらず弱体化していて，中部圏の漆器
産地の中では稀らしく伝産法未指定の産地である。
4．中部圏漆器産業の課題
戦前における漆器の流通形態は，大都市の漆器専門店が需要者の注文を受
けて産地問屋に発注するというのが主流であった。それは戦前においては漆
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器はすべて木製の伝統的製品であって，大量生産方式に馴染まなかったこと
に対応する流通構造であった。
ところが戦後社会における二様の変化，すなわちプラスチックその他の新
素材の登場とその技術革新と，大量消費時代に見合った百貨店や量販店の台
頭という流通革命とによって，漆器の流通構造は変容する。生活様式の洋風
化によって伝統的な生活用具としての漆器の需要が減退した上に，資金力と
販売力の強い百貨店の商品部門の拡大攻勢が加って，大都市における漆器専
門店は激減し，逆に百貨店に納品する消費地問屋が増加することになった。
その上に量販店とギフト問屋力訂高度成長期の後半以来参入する。現在の漆器
流通市場は，①家庭用②贈答用③業務用④ビジネス・ギフト用という需要側
の四分野と，①専門店②百貨店③量販店④ギフト業者という供給側の四業種
によって担われていて，競争はし烈な寡占的様相を呈しているのである。
このような流通チャンネルの問題に次いで，伝統的工芸品産業としての漆
器産業が直面しているのは，開発途上国とりわけ中国の漆器産業の発展によ
る影響である。中国の漆器産業は，現在の製品水準についてみる限りわが国
の燦漆技術との格差は顕著である。しかし①漆の生産量の優位と精製技術の
改良の可能性，②労働力すなわち加工人件費の優位，③民族的勤勉性等のポ
テンシャルを考えれば，近い将来における中国産木製漆器の日本市場への参
入は強いものになると思われるのである。
このような情況に際して，全国の漆器産業分布の上で最も重い比重をもっ
ている中部圏の漆器産業にとって，産地の維持発展のために配慮されるべき
方策はいかなるものであろうか。ここではその具体的方策の細部に立ち入る
ことを避けて，基本的な2点についてふれるに止めたい。
伝統産業には，近代社会の産業化の進行過程の中で，近代文明の進歩とい
う一見明快な人間生活の変遷の方向に対して，微妙にして単純でない変容と
修飾をもたらす作用がある。その作用の意味は量的なものではなく質的なも
のである。すなわち，そこで問われるものは製品の個性であり，産地の個性
である。そのような個性は，産地の規模を拡大することによってもたらされ
るものではない。むしろ産地規模の無定見な拡大は製品の品質低下につな力ざ
る。伝産法による伝統的工芸品の指定要件とされる産地の下限規模は10企業
以上または30人以上とされる力ざ，産地の個性は産地によって異るものである。
それ故，産地の適正規模は理論的に整序されたものでもなければ，計量的
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に措定されるものでもない。それは産地を形成し維持してきた人間，そして
現在以降産地を支えていく人間たちによって伝承され，育成されていく理念
なのである。伝統産業の産地にはこのような理念が不可欠であり，その理念
を体現する産地オルガナイザーによって産地体制が整備されねばならない。
そして，そのような産地体制の整備を進めるためには，産地の中核となる事
業協同組合の事務局に精鋭適材を配置することが肝要である。
さらにまた，伝統的工芸品としての漆器が現代の世界にその品質を誇り得
るものの原点は，日本産の漆樹液の玄妙な品質にあることを銘記せねばなら
ない。漆科植物は世界各地に分布しているが，漆液を分泌する植物は，概し
て東洋諸国の産である。しかも，日本・中国・台湾・ベトナム・ビルマ等か
ら産出される漆はそれぞれ化学構造式が異っていて，漆工芸製作のためには
日本産漆が抜群に秀れていることは，伊藤清三の大著「日本の漆」に詳述さ
（6）
れている通りである。
その化学構造式は吉田彦六郎や真島利行等の先達によって明らかにされた
ものの，なお，その微妙な作用については解明されないところが多いとされ
ている。
ところが日本産漆の生産は（表8）に示すように極端に少〈，需要の1.5％
に過ぎないのである。石川県ならびに輪島市においては，「漆の里」という
構想を発表し推進しようとしているが，漆樹の植裁の試みは各地に行われて
しかも成功例が乏しい｡輪島市における漆の里の構想は，その範囲を輪島市
という一個の自治体の中に局限せず，少くとも能登半島の広域にわたって植
裁するシステムに強化することが必要なのである。
国内需要量
国内産
中国産
台湾他
50
513.153
5
374
135
214
866
073
表－8漆の需給量
51
411.664
8，240
310，825
92，599
52
410.034
5
358
53
518
474
921
53
360.721
5
301
53
457
343
921
(単位･kg)
54
478.749
6
383
88
405
489
855
55
450.185
6
379
64
625
240
320
資料：国内産は林野庁林産課輸入量は日本貿易月表（各年12月号）
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